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度
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改
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推
進
会
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雇
用
改
善
推
進
会
議
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令
和
七
年
十
月
一
日（
水
）
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
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ホ
テ
ル
大
阪

A
．
定
例
会
報
告

一
．
開
会
の
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副
会
長　

新
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尚
祐

二
．
会
長
挨
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会　
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岩
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．
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大
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表
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賞
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介

⑴
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委
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会
報
告

　

経
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委
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副
会
長　

宮
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博
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技
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委
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副
会
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新
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尚
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教
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訓
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委
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常
務
理
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國
井　
　

均

　

広
報
委
員
会	

常
任
理
事　

岑　
　

直
樹

　

外
国
人
受
入
事
業
委
員
会	

副
会
長　

小
寺
洋
志
裕

　

労
務
委
員
会	

常
任
理
事　

清
水　

敬
央

　

C
C
U
S
企
業
評
価
事
業
委
員
会	

常
任
理
事　

樋
脇　
　

毅

　

青
年
部	

　
　
　
　
　

山
村　

誠
樹

⑵
就
労
人
口
調
査
報
告

　

就
労
人
口
調
査
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グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー　

佐
々
木
善
弘

⑶
各
地
区
に
お
け
る
受
注
単
価
・
労
務
状
況
等
報
告　
　
　
　

事　

務　

局

⑷
全
鉄
筋
団
体
保
険
：
団
体
定
期
保
険
報
告

　

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社　

広
域
法
人
営
業
部
副
部
長　
　

澤
田
恵
美
子　

様

⑸
全
鉄
筋
団
体
保
険
：
業
務
災
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総
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保
険
報
告
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Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社　

Ｃ
Ｃ
Ａ
東
京
支
店
支
店
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尾
﨑　

満
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様

『
経
済
安
全
保
障
の
現
状
と
動
向
』

　

東
京
大
学
特
任
教
授
（
工
学
博
士
）

　

一
般
財
団
法
人
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
顧
問

　

内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官　

和
泉　

洋
人　

様

B
．
講
　
　
　
演

全国鉄筋工事業協会
青年部部会長会議

　2025年10月１日にリーガロイヤルホテル大阪で、全国鉄筋工事業協会青年部部会長会議
が行われ、全国から40名の青年部部会長が出席されました。
　今回は下記の４つの議題について議論しました。
①請負単価　②稼働率　③出向単価　④休日の稼働率

• 将来のビジョン

制度改正と適正単価の推進
・標準見積書の活用により、透明性の高い交渉を実現し、取引の健全化を図る。

・労務費や稼働率を反映した適正単価の普及を進め、現場に見合った公正な評価を確立。

・適正な取引環境を整備することで、技能者が正当に評価され、将来にわたり安心して働ける仕組み。

業界全体の健全な発展と社会的信頼の向上を実現する。

月給制と働き方改革
・一次業者にとどまらず、二次業者まで含めた月給制移行。
・技能者の生活基盤を安定化し、離職を防ぐとともに、若手人材の定着を図る。
・日給制からの脱却により、長期的なキャリア形成を見据えた持続可能な働き方の定着。

働き方そのものを起点に業界を変革する。

多様な人材が安心して働ける環境整備
・若手・外国人を含む多様な人材の活躍の支援。

・年齢や国籍を問わず能力を発揮できる現場環境を整え、誰もが安心して働ける仕組みを整備。

・多様性を尊重し、新たな発想や技術を積極的に導入することで、より柔軟で強靭な業界を目指す。

建設業界の持続的成長と競争力強化を支える。

各地区での単価差が浮
き彫りになり興味深い
データでした。
今後は標準見積書の活
用や、月給制の移行、
多様な人材が活躍でき
る職場環境の提供を推
進し、それらが実現で
きる請負単価になるよ
う、取り組んでいきます。

①各地区での請負単価

各地域で大きな差があ
りますが、設計労務単
価やCCUS、標準見積
書の活用により単価と
対価が適正になるよう
に努めていきます。

改 善 提 案    

・・単単価価のの根根拠拠提提示示とと標標準準化化 

国交省の「公共工事設計労務単価」や都道府県別単価表

を活用し、交渉時に根拠を明示

・・出出向向職職人人のの技技能能評評価価制制度度【【CCUS】】のの活活用用

経験年数・資格・施工実績に応じた単価設定を行い、

納得感を高める

・・標標準準見見積積書書活活用用化化

法定福利費・安全管理費を出向単価に含めるよう徹底

休日(土曜日・日曜日・祝日)の法定休日労働の割増賃
金 • 安全管理費や熱中症対策費なども別途計上し、現
場の実情を反映
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③出向単価

地域によって差があり
ます。４週８休が実現
しきれない要因は、人
手不足、工期不足、給
与が減る、人件費が増
える、取引先の都合で
決まる、の４点でした。

２２・・作作業業閉閉所所状状況況のの比比較較

12.9

58.1

22.6

61.6

23.6

15.3

0 10 20 30 40 50 60 70

４４週週８８休休

44週週66～～77休休

44週週44～～55休休

日建連調査結果 アンケート結果

＊＊44週週88休休でではは日日建建連連調調査査結結果果とと青青年年部部アアンンケケーートト結結果果のの4488..77％％のの開開ききががああっったた。。
＊＊青青年年部部アアンンケケーートトでではは44週週66休休がが5588..11％％とと、、最最もも多多いい数数値値ととななっったた。。
＊＊44週週44休休でではは青青年年部部アアンンケケーートト結結果果のの数数値値がが高高くく現現状状でではは、、44週週66休休、、44週週44休休がが８８割割程程度度ととななっったた。。

④休日の稼働率

それぞれの地域で稼働
率に差がありました
が、減少傾向にある技
能者と需要変動による
供給課題の対策とし
て、同地域組合員同士
で山積表の活用・共有
や全鉄筋が推奨してい
るMSIの活用を目指し
ていきます。

技能者が減少傾向 にある中、需要変動に対応するために
同地域組合員同士で【段取り表】【山積み表】
積極的に活用・情報共有を行う。
この情報共有は他地域とのやり取りをする上でも重要になるはず。
広域間で全鉄筋が推奨している

MSI(マッチング支援サービス)
などのツールも活用でき、日本全国・広域で
やり取りができていくのではないでしょうか？
そして画像のように稼働率を水平線のように出来るよう
皆で作り上げて行きましょう。

まとめ

②各地区の稼働率

岩田会長

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。

Vol.
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神
奈
川
県
鉄
筋
業
協
同
組
合
は
、
1
9
6
3
年
の
設

立
以
来
、
鉄
筋
工
事
の
技
能
技
術
の
向
上
と
経
営
改
善

等
を
使
命
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
拠

点
と
す
る
神
奈
川
県
は
、東
京
の
南
に
位
置
し
、海
・
山
・

都
市
が
調
和
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
で
す
。
横
浜
で

は
、
み
な
と
み
ら
い
の
近
代
的
な
街
並
み
と
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
や
中
華
街
の
歴
史
が
共
存
し
、
建
設
イ
ン
フ
ラ
案

件
も
多
く
、
鉄
筋
業
に
と
っ
て
挑
戦
の
場
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
鎌
倉
や
小
田
原
の
古
い
町
並
み
、
箱
根
の
自

然
と
温
泉
、
湘
南
・
江
の
島
の
海
辺
の
風
景
な
ど
、
伝

統
と
新
し
さ
が
共
存
す
る
土
地
柄
は
、
も
の
づ
く
り
へ

の
誇
り
と
責
任
を
育
む
風
土
で
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
組
合
で
は
鉄
筋
工
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
の

社
会
貢
献
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
前
に

は
2
万
人
超
の
来
場
者
を
誇
る
「
か
な
が
わ
し
ご
と
・

技
能
体
験
フ
ェ
ス
タ
」に
出
店
し
、大
規
模
鉄
筋
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
制
作
や
結
束
体
験
、
ラ
イ
パ
ー
に
よ
る
加
工

体
験
、
鉄
筋
重
量
当
て
な
ど
を
提
供
。
2
0
2
5
年
に

は
青
年
会
議
所
主
催
の
「
横
浜
開
港
祭
」「
サ
マ
コ
ン

フ
ェ
ス
」
で
も
同
様
の
体
験
を
実
施
し
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
鉄
筋
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年

工
業
高
校
の
生
徒
や
教
員
に
対
し
、
数
日
間
に
わ
た
る

鉄
筋
技
能
士
試
験
の
組
立
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
次
世

代
技
能
者
の
種
ま
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
元
請
団
体
で
あ
る
神
奈
川
県
建
設
業
協
会

と
の
意
見
交
換
会
も
毎
年
開
催
し
て
お
り
、そ
こ
で
は
、

担
い
手
不
足
、
働
き
方
改
革
、
標
準
労
務
費
の
必
要
性

な
ど
業
界
課
題
を
共
有
。
今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
神
奈

川
県
型
枠
工
事
業
協
同
組
合
と
の
合
同
定
例
会
、
昨
年

よ
り
開
催
さ
れ
た
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
は
、
躯
体
工

事
を
担
う
2
業
種
の
理
解
促
進
と
交
流
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
組
合
内
で
は
総
会
・
賀
詞
交
歓
会
に
加
え
、

年
3
回
の
定
例
会
を
開
催
し
、
全
鉄
筋
や
関
東
鉄
筋
連

の
最
新
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
他
県
理
事
長
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
て
組
織
の
活
性
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
東
京
に
続
く
人
口
を
支
え
る
鉄
筋
工
事

業
団
体
と
し
て
、
新
し
い
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

な
が
ら
神
奈
川
の
未
来
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

神
奈
川
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

神
奈
川
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

組組
合合
紹紹
介介

鉄筋業界発展へ思い一つに

創
立

周
年
記
念
祝
賀
会
　

全
鉄
筋

中野国交相 岩田会長

総勢人で鏡開き

　
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
︵
全
鉄

筋

岩
田
正
吾
会
長
︶
は
１
日


大
阪
市
北
区
の
リ

ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
大
阪
で
創
立

周
年
記
念

祝
賀
会
を
開
い
た

全
国
か
ら
会

員
や
関
係
団
体
の
関
係
者

国
会

議
員
ら
約
５
３
０
人
が
出
席

節

目
の
到
来
を
祝
う
と
と
も
に

鉄

筋
工
事
業
界
の
発
展
に
向
け
思
い

を
一
つ
に
し
た


　
冒
頭

岩
田
会
長
は
福
利
厚
生

費
の
別
枠
支
給
や
社
会
保
険
加
入

推
進
な
ど
を
踏
ま
え
﹁
こ
れ
ま
で

動
か
な
か

た
山
が
動
き
建
設

業
が
質
の
競
争
に
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
﹂と
述
べ
た
活
動
の
柱
に

技
能
者
教
育
外
国
人
労
働
者
と

の
共
生
技
術
革
新
対
応
を
列
挙


﹁
未
来
を
見
据
え
団
結
し
て
課
題

に
挑
む
常
に
粋
で
か

こ
い
い

親
方
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
次

世
代
に
誇
れ
る
業
界
を
築
き
た

い
﹂と
決
意
表
明
し
た


　
来
賓
の
中
野
洋
昌
国
土
交
通
相

は﹁
鉄
筋
工
事
は
構
造
物
の
骨
格

を
担
う
最
重
要
な
業
種
だ
適
正

な
賃
金
確
保
の
た
め
労
務
費
の
基

準
を
新
設
し
官
民
一
体
で
処
遇

改
善
に
取
り
組
む
﹂と
述
べ
た
鰐

淵
洋
子
厚
生
労
働
副
大
臣
は﹁
若

者
や
女
性
の
就
業
促
進
を
通
じ


建
設
業
を
選
ば
れ
る
産
業
に
し
て

い
く
﹂と
話
し
た
公
明
党
の
斉
藤

鉄
夫
代
表︵
前
国
交
相
︶は﹁
鉄
筋

と
の
出
会
い
は
私
の
社
会
人
の
原

点
で
今
も
現
場
で
提
案
し
た
品

質
管
理
手
法
が
使
わ
れ
て
い
る


こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張


て
い
き
た
い
﹂と
語

た


　
自
民
党
の
見
坂
茂
範
参
院
議
員

は
﹁
少
子
化
時
代
に
ど
う
担
い
手

を
確
保
す
る
か
が
最
大
の
課
題


と
に
か
く

も
う
か
る
鉄
筋
工
事

業

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
強
調

伊
藤
孝
江
参
院
議

員
︵
公
明
党
︶
と
中
山
泰
秀
前
衆

院
議
員
も
祝
辞
を
述
べ
た

石
破

茂
首
相
ら
が
祝
電
を
寄
せ
た


　
続
い
て
鏡
開
き
が
行
わ
れ

建

設
業
振
興
基
金
︵
振
興
基
金
︶
の

谷
脇
暁
理
事
長
が
乾
杯
の
音
頭
を

取
り

歓
談
に
移

た

国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
受
け
た
各
組
合
幹

部
５
人
へ
の
祝
い
と
還
暦
祝
い
も

行
わ
れ
た


　
ス
ペ
シ

ル
パ
フ


マ
ン
ス

と
し
て
職
人
の
声
を
基
に
作
詞
・

作
曲
し
た
全
鉄
筋
イ
メ

ジ
ソ
ン

グ
﹁
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
﹂
を
シ
ン
ガ


・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

の
空
さ
や
か

氏
が
披
露

宮
村
博
良
副
会
長

︵

周
年
実
行
委
員
長
︶
が
閉
会

の
辞
を
述
べ
た


日刊建設工業新聞 2 0 2 5年 1 0月 0 3日 0 0 2面 0 1版 N o . 0 3

公益社団法人全国鉄筋工事業協会
創立60周年記念祝賀会

日刊建設工業新聞2025年10月3日

●日時　令和７年10月１日（水）17：30～19：30
●場所　リーガロイヤルホテル大阪　３階『光琳』

１．開 会 挨 拶　公益社団法人全国鉄筋工事業協会	 会　　　長　岩田　正吾
２．ご来賓祝辞　国土交通大臣	 　　　　　　中野　洋昌　様
　　　　　　　　厚生労働副大臣	 　　　　　　鰐淵　洋子　様
　　　　　　　　公明党代表　前国土交通大臣	 全鉄筋顧問　斉藤　鉄夫　様
　　　　　　　　衆議院前議員	 全鉄筋顧問　中山　泰秀　様
　　　　　　　　参議院議員	 　　　　　　見坂　茂範　様
　　　　　　　　参議院議員	 　　　　　　杉　　久武　様
　　　　　　　　参議院議員	 　　　　　　伊藤　孝江　様
３．鏡　開　き
４．乾　　　杯　一般財団法人建設業振興基金	 理　事　長　谷脇　　暁　様

―――― ご歓談 ――――
５．来 賓 紹 介
６．祝 電 披 露
７．国土交通大臣表彰のお祝い� 【敬称略】

氏名/全鉄筋役職 所属団体/企業名称 団体役職
山本　信二/常任理事 愛媛県鉄筋業協同組合 理 事 長
清水　敬央/常任理事 愛 知 鉄 筋 業 協 同 組 合 理 事 長
古澤　英樹/理事 福岡県鉄筋事業協同組合 副理事長
森山　直樹 関西鉄筋工業協同組合 副理事長
農口　隆光 熊本県鉄筋工事業協同組合 副理事長

８．還暦のお祝い
９．スペシャルパフォーマンス：全鉄筋イメージソング披露

　　（シンガーソングライター・空さやか　オリジナル制作/歌唱）
10．閉 会 挨 拶　公益社団法人全国鉄筋工事業協会	 副　会　長　宮村　博良
　　� （60周年実行委員長）

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会 （2）2025年（令和７）12月20日



令
和
令
和
77
年
度
　

年
度
　
秋
の
褒
章
受
章
者

秋
の
褒
章
受
章
者

褒
章
　
黄
綬
褒
章

中
川
　
六
雄
　
様

（
公
社
）
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会�

常
任
理
事

　

関
西
鉄
筋
工
業
協
同
組
合�

筆
頭
副
理
事
長

　

株
式
会
社
中
鉃�

代
表
取
締
役

神
田
　
幸
夫
　
様

（
公
社
）
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会�

理　
　
　

事

　

新
潟
県
鉄
筋
業
協
同
組
合�

理　

事　

長

　

神
田
鉄
筋
工
業
株
式
会
社�

代
表
取
締
役

宮
田
　
洋
志
　
様

　

熊
本
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合�

理　

事　

長

　

宮
田
鉄
筋
工
業
株
式
会
社�

代
表
取
締
役

　国土交通省は10月28日、東京都文京区の文京シビックホールで建設マスター（優秀施工者国土交通大臣顕彰）と建設ジュニアマスター（青年優秀施
工者不動産・建設経済局長顕彰）の2025年度顕彰式典を開き、計571人を優秀な技能者として表彰し、その栄誉をたたえた。
　建設マスターは、現場経験20年以上で優秀な技術・技能を持ち、後進の指導・育成にも貢献した技能者452人が選ばれました。
　建設ジュニアマスターは、現場経験10年以上の39歳以下の技能者を対象とし、今後さらなる活躍が期待される青年技能者を顕彰することで、次世代
の担い手の確保・育成に役立てることを目的に創設され、119人を建設ジュニアマスターとして顕彰した。
　全鉄筋が推薦した建設マスター受賞者は11名、ジュニアマスター受賞者は９名の皆様には、国土交通省大臣顕彰式前に全鉄筋祝賀会を開催し、國井
常務理事（教育訓練委員長）よりその功績を称えるご祝辞とお祝い金を贈呈致しました。
　顕彰者の皆様、誠におめでとうございました。

全鉄筋2025年度「優秀施工者国土交通大臣顕彰」建設マスター顕彰者　11名

全鉄筋2025年度「青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰」ジュニアマスター顕彰者　９名

東京都鉄筋業協同組合 佐々木智久　様（新妻鋼業株式会社）
神奈川県鉄筋業協同組合 佐藤　正彦　様（株式会社イー・ケー・エス）
新潟県鉄筋業協同組合 渡辺　博一　様（神田鉄筋工業株式会社）
富山県鉄筋工事業協同組合 吉井　享志　様（旭鉄筋株式会社）
石川県鉄筋業協同組合 増谷　義勝　様（株式会社コデラ）
愛 知 鉄 筋 業 協 同 組 合 澁江　裕司　様（マツダスタール株式会社）

宮城県鉄筋工事業協同組合 近　　淳平　様（株式会社タケヤマ）
福島県鉄筋業協同組合 皆川　悠志　様（有限会社根本錦鉄筋工業所）
栃木県鉄筋工事業協会 野原　功平　様（株式会社佐山）
長 野 県 鉄 筋 業 協 会 伊東　美樹　様（有限会社横山鉄筋工業）
関西鉄筋工業協同組合 奥　　勝利　様（田村工業株式会社）
岡 山 県 鉄 筋 協 同 組 合 岸田　彩花　様（有限会社出井興業）
徳島県鉄筋工事業協同組合 佐川　和也　様（有限会社工藤建設興業）
愛媛県鉄筋業協同組合 石谷　将太　様（有限会社山口鉄筋）
長崎県鉄筋工事業協同組合 林田　恭介　様（有限会社林田鉄筋工業）

令 和 7 年 度　顕　　彰

関西鉄筋工業協同組合 市坪　逸郎　様（株式会社中鉃）
岡 山 県 鉄 筋 協 同 組 合 竹光　勇人　様（有限会社竹光建設工業）
岡 山 県 鉄 筋 協 同 組 合 藤田　美幸　様（有限会社出井興業）
香川県鉄筋業協同組合 西森　昭仁　様（武田建設株式会社）
鹿 児 島 県 鉄 筋 業 組 合 中西　英司　様（株式会社小原鉄筋工業）

佐々木様 渡辺様

佐藤様

吉井様 市坪様 増谷様 澁江様 竹光様 藤田様 西森様 中西様
國井

教育訓練委員長

近様 野原様 奥様 岸田様 佐川様 石谷様

皆川様 伊東様 林田様

建設マスター全鉄筋外推薦

相樂　高志　様
（株式会社郡協鉄筋工業）

森田　弘志　様
（株式会社小黒組）

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2025年（令和７）12月20日



　

夏
の
猛
暑
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き
朝
晩
に
初
冬
の
気
配
を
感
じ
る

頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、
昭
和
か
ら
100
年
・
戦

後
80
年
と
い
う
区
切
り
の
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
今
年
の
大
き
な
話
題
と
し
て
は
や
は
り
「
日
本
初
の
女
性
首
相
誕

生
」
と
い
う
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

長
年
、
政
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
き
た
高
市
早
苗
さ
ん
の
首
相

就
任
は
我
が
国
の
政
治
史
に
新
た
な
一
頁
を
刻
む
出
来
事
で
あ
り
、

国
民
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

就
任
早
々
の
外
交
や
国
会
答
弁
に
も
注
目
が
集
ま
る
一
方
で
、
女

性
な
ら
で
は
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
愛
用
の
文
房
具
ま
で
話
題
と
な
り
、

社
会
全
体
に
新
し
い
風
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
誕
生
は
、
単
に
政
治
の
世
界
に
お
け
る
歴
史
的

変
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
社
会
」
へ
の

象
徴
的
な
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

　

長
く
続
い
た
“
男
性
中
心
の
常
識
”
が
少
し
ず
つ
変
わ
り
、
能
力

と
努
力
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
時
代
へ
と
確
実
に
移
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

働
く
女
性
に
と
っ
て
も
、
家
庭
や
職
場
の
枠
を
超
え
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
出
来
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
姿
は
、
若
い
世
代
に
夢

や
目
標
を
描
か
せ
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に
多
様
な
視
点
や
考
え
方
が

よ
り
尊
重
さ
れ
る
時
代
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
深
刻
な
少
子
化
の
問
題
も
避
け
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

　

女
性
の
社
会
進
出
の
期
待
が
大
き
く
あ
る
中
で
社
会
全
体
が
子
育

て
を
支
援
す
る
環
境
も
同
時
に
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
と
職
場
の
両
立
・
育
児
へ
の
協
力
・
子
育
て
へ
の
参
画
…
女
が
・

嫁
が
家
庭
を
守
り
子
育
て
は
当
た
り
前
の
時
代
は
今
は
も
う
古
い
。

　

欧
米
人
の
よ
う
に
子
供
は
社
会
の
宝
・
子
供
に
は
み
ん
な
が
優
し

く
地
域
で
協
力
し
て
一
緒
に
育
て
る
よ
う
な
環
境
こ
そ
が
少
子
化
を

打
開
す
る
一
歩
。

　

誰
か
が
一
歩
道
を
切
り
拓
く
こ
と
で
、
次
の
誰
か
が
一
歩
を
踏
み

出
せ
る
。

　

建
設
業
界
も
ま
た
変
化
の
波
の
中
に
あ
り
ま
す
。
人
材
確
保
や
働

き
方
改
革
、
Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
新
技
術
の
導
入
な
ど
課
題
は
多
い

も
の
の
、
一
つ
ひ
と
つ
の
現
場
を
支
え
る
皆
様
の
努
力
と
情
熱
が
こ

の
業
界
の
力
強
さ
そ
の
も
の
で
す
。

　

今
後
も
現
場
の
声
を
丁
寧
に
伝
え
、
女
性
活
躍
推
進
Ｗ
Ｇ
の
活
動

を
通
し
、
業
界
の
未
来
を
形
づ
く
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
し
て

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
け
れ
ば
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

�

駒
井
真
里

編
集
委
員

委
員
長　

岑　
　

直
樹
（
宮　

城
）

副
委
員
長　

宮
本
ゆ
り
子
（
山　

口
）

　
　
　
　
　

木
浪　

裕
子
（
北
海
道
）　　

矢
竹　

直
司
（
東
鉄
協
）

　
　
　
　
　

大
港　

成
人
（
鉄
工
協
）　　

工
藤　

桂
一
（
神
奈
川
）

　
　
　
　
　

松
本　
　

勝
（
静　

岡
）　　

田
浦　

真
一
（
関　

西
）

　
　
　
　
　

赤
澤　

栄
徳
（
香　

川
）　　

汐
田　
　

洋
（
福　

岡
）

女
性
活
躍
推
進
（
兼
任
除
く
）

　
　
　
　
　

皆
川　

則
子
（
北
海
道
）　　

斎
藤　

淑
江
（
東
鉄
協
）

　
　
　
　
　

駒
井　

真
里
（
神
奈
川
）

各地区広報活動報告

編
集
後
記

関西鉄筋工業協同組合•• ••

　関西鉄筋工業協同組合は、2025年10月10日・11日の２日間、大阪・関西万博会場で開
催された「未来のトビラをひらく　こども万博 KIDS EXPO 2025」に出展し、鉄筋工
事の役割や技術を次世代の子どもたちへ紹介する活動を行った。
　ブースでは、鉄筋工事の基本作業を体験できる結束体験・加工体験を実施。実際に使
われている工具や材料に触れながら、ものづくりの流れや技術の大切さを分かりやすく
学べる内容とした。また、ヘルメットや作業服、フルハーネスを着用できる「職人なり
きり体験（フォトスポット）」を設け、子どもたちが鉄筋工の仕事を身近に感じられる
工夫も盛り込んだ。
　さらに、イベント開始前には、組合加盟企業の職人が会場入口に「こども万博夢の絵
トンネル」を鉄筋で組み立てた。来場者が通る導線に設置されたこの展示は、鉄筋構造
物の迫力や施工の様子を体感できるものとして注目を集め、多くの親子から好評を得た。

「こども万博 KIDS EXPO 2025」に出展

　

2
0
2
5
年
9
月
30
日
、
東
京
都

野
村
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
プ
ラ
ザ
日
本

橋
に
て
国
土
交
通
省
・
建
設
産
業
女

性
定
着
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
、

「
働
き
や
す
く
働
き
が
い
の
あ
る
建

設
産
業
の
実
現
に
向
け
た
全
国
会

議
」
が
開
催
さ
れ
、
全
鉄
筋
女
性
活

躍
推
進
Ｗ
Ｇ
の
活
動
報
告
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

立
ち
上
げ
か
ら
現
在
ま
で
の
活
動

報
告
と
し
て
、「
つ
な
が
ろ
う
女
性
鉄

筋
工
の
和
」
と
題
し
、
1
年
に
1
度

開
催
し
て
い
る
事
な
ど
を
報
告
。
そ

の
中
で
、
最
初
は
毎
回
の
よ
う
に
出

て
い
た
ト
イ
レ
環
境
の
問
題
が
今
年

の
2
月
に
開
催
さ
れ
た
会
で
は
地
域

差
は
あ
る
が
、
だ
い
ぶ
整
備
さ
れ
て

き
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
や
、
結
婚

後
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
仕
方
な

ど
の
問
題
共
有
や
意
見
交
換
を
さ
れ

て
い
る
事
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
女
性
に
限
ら
ず
多
様

な
人
た
ち
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
具
体
例
と
し
て
、オ
リ
ビ
オ（
高

松
市
）、
小
川
工
業
（
埼
玉
県
）、
日

本
建
設
業
連
合
会
け
ん
せ
つ
小
町
委

員
会
定
着
支
援
専
門
部
会
の
3
社
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
就
労
継
続
支
援

A
型
事
業
所
の
指
定
を
受
け
る
「
オ

リ
ビ
オ
」
で
は
、
建
設
業
と
福
祉
の

連
携
に
お
け
る
「
建
福
連
携
事
業
」

を
発
表
さ
れ
、
天
井
つ
り
ボ
ル
ト
製

作
な
ど
現
場
作
業
の
一
部
を
障
害
が

あ
る
方
が
受
け
持
ち
、
現
場
の
生
産

性
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
が
い
と
手
が
か
か
る
作
業
を
外
部

発
注
し
、
福
祉
と
連
携
す
る
こ
と
で

両
者
の
利
益
が
生
み
出
さ
れ
、
雇
用

が
拡
大
し
、
そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
は
な
く
企
業
と
し
て
成
り
立
つ
よ

う
に
な
る
と
い
う
発
想
の
転
換
に

は
、
発
表
後
も
ど
の
よ
う
に
し
て
そ

う
い
う
発
想
に
な
っ
た
の
か
、
今
後

の
展
開
な
ど
た
く
さ
ん
の
質
問
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
産
業
女
性
定
着
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
団
体
と
し

て
、
全
国
定
住
層
労
務
安
全
協
議
会

じ
ゅ
う
た
く
小
町
部
会
の
メ
ン
バ
ー

が
現
場
の
実
態
と
活
動
報
告
を
さ
れ

ま
し
た
。
同
じ
建
設
業
で
も
じ
ゅ
う

た
く
小
町
部
会
で
は
個
人
宅
を
建
て

て
い
る
事
も
あ
り
、
コ
ス
ト
や
設
置

場
所
の
確
保
な
ど
が
う
ま
く
い
か
ず

ト
イ
レ
環
境
の
改
善
は
見
ら
れ
な
い

事
、
1
人
で
複
数
物
件
を
管
理
し
、

現
場
を
巡
回
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
す
べ
て
の
物
件
に
女
性
1
人
の

為
だ
け
に
ト
イ
レ
数
を
増
や
す
事
へ

の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
目
立
つ
事
や
、
助

成
金
が
あ
ま
り
出
な
い
事
も
あ
り
環

境
整
備
が
進
ま
な
い
事
な
ど
の
問
題

点
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

会
議
に
参
加
し
て
感
じ
た
事
は
、

ど
の
企
業
や
団
体
も「
連
携
し
た
い
」

と
考
え
て
い
る
事
で
す
。
1
社
1
団

体
で
行
う
事
へ
の
難
し
さ
が
あ
り
、

労
働
環
境
の
整
備
が
ど
の
業
種
で
も

当
た
り
前
に
な
る
よ
う
に
言
い
続
け

る
事
へ
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

鉄
筋
業
界
の
地
位
向
上
と
労
働
環
境

の
改
善
だ
け
で
な
く
、
建
設
業
に
携

わ
る
す
べ
て
の
業
種
の
人
が
き
ち
ん

と
し
た
対
価
や
評
価
を
さ
れ
る
こ
と

が
女
性
活
躍
だ
け
で
な
く
、
こ
の
業

界
全
体
の
底
上
げ
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

�

増
金
由
紀
子
、
斎
藤
絵
里
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全国女性技能者懇談会
開催について

懇談会：つながろう女性鉄筋工の和
日　時：令和８年２月６日㈮
　　　　15：00〜
集　合：エッサム神田ホール２号館
　　　　「2-601」会議室
住　所：〒101-0047
　　　　東京都千代田区内神田3-24-5

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会 （4）2025年（令和７）12月20日


